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Sanshirō Chapter 5  (Natsume Sōseki) 
	

門
もん
をはいると、このあいだの萩

はぎ
が、人

ひと
の丈
たけ
より高

たか
く茂
しげ
って、株

かぶ
の根

ね
に黒
くろ
い影
かげ
ができている。

この黒い影が地
ち
の上
うえ
をはって、奥

おく
の方
ほう
へゆくと、見

み
えなくなる。葉

は
と葉の重

かさ
なる裏

うら
まで上

あが
っ

てくるようにも思
おも
われる。それほど 表

おもて
には濃

こ
い日

ひ
があたっている。手洗水

ちょうず
のそばに南天

なんてん
があ

る。これも普通
ふつう
よりは背

せ
が高
たか
い。三本

さんぼん
寄
よ
ってひょろひょろしている。葉は便所

べんじょ
の窓
まど
の上にあ

る。 

萩と南天の 間
あいだ
に椽側
えんがわ

が少
すこ
し見える。椽側は南天を基点

きてん
としてはすに向

む
こうへ走

はし
っている。萩

の影になった 所
ところ
は、いちばん遠

とお
いはずれになる。それで萩はいちばん手前

てまえ
にある。よし子

こ
は

この萩の影にいた。椽側に腰
こし
をかけて。 

三四郎
さんしろう

は萩とすれすれに立
た
った。よし子は椽

えん
から腰

こし
を上

あ
げた。足

あし
は平
ひら
たい石

いし
の上にある。三

四郎はいまさらその背の高いのに 驚
おどろ
いた。 

「おはいりなさい」 

依然
いぜん
として三四郎を待

ま
ち設
もう
けたような言葉

ことば
づかいである。三四郎は病 院

びょういん
の当時
とうじ
を思
おも
い出

だ
し

た。萩を通
とお
り越

こ
して椽鼻

えんばな
まで来

き
た。 

「お掛
か
けなさい」 

三四郎は靴
くつ
をはいている。命

めい
のごとく腰をかけた。よし子は座蒲団

ざぶとん
を取

と
って来

き
た。 

「お敷
し
きなさい」 

三四郎は蒲団
ふとん
を敷いた。門をはいってから、三四郎はまだ一言

ひとこと
も口
くち
を開
ひら
かない。この単 純

たんじゅん
な

少 女
しょうじょ

はただ自分
じぶん
の思
おも
うとおりを三四郎に言

い
うが、三四郎からは毫

ごう
も返事
へんじ
を求
もと
めていないよう

に思われる。三四郎は無邪気
むじゃき

なる女王
じょおう

の前
まえ
に出

で
た心持
こころも

ちがした。命を聞
き
くだけである。お

世辞
せ じ
を使
つか
う必要
ひつよう

がない。一言でも先方
せんぽう

の意
い
を迎
むか
えるような事

こと
をいえば、 急

きゅう
に卑
いや
しくなる、

唖
おし
の奴隷
どれい
のごとく、さきのいうがままにふるまっていれば愉快

ゆかい
である。三四郎は子供

こども
のような

よし子から子供 扱
あつか
いにされながら、少しもわが自尊心

じそんしん
を傷
きず
つけたとは感

かん
じえなかった。 
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「兄
あに
ですか」とよし子

こ
はその次

つぎ
に聞

き
いた。 

野々宮
ののみや

を尋
たず
ねて来

き
たわけでもない。尋ねないわけでもない。なんで来たか三四郎

さんしろう
にもじつはわ

からないのである。 

「野々宮さんはまだ学校
がっこう

ですか」 

「ええ、いつでも夜
よる
おそくでなくっちゃ帰

かえ
りません」 

これは三四郎も知
し
ってる事

こと
である。三四郎は挨拶

あいさつ
に 窮
きゅう
した。見

み
ると椽側

えんがわ
に絵

え
の具箱
ぐばこ
がある。

かきかけた水彩
すいさい

がある。 

「絵
え
をお習

なら
いですか」 

「ええ、好
す
きだからかきます」 

「先生
せんせい

はだれですか」 

「先生に習うほどじょうずじゃないの」 

「ちょっと拝見
はいけん

」 

「これ？	 これまだできていないの」とかきかけを三四郎の方
ほう
へ出

だ
す。なるほど自分

じぶん
のうちの

庭
にわ
がかきかけてある。空

そら
と、前

まえ
の家
うち
の柿
かき
の木

き
と、はいり口

ぐち
の萩
はぎ
だけができている。なかにも

柿の木ははなはだ赤
あか
くできている。 

「なかなかうまい」と三四郎が絵をながめながら言
い
う。 

「これが？」とよし子は少
すこ
し 驚
おどろ
いた。本当

ほんとう
に驚いたのである。三四郎のようなわざとらしい

調子
ちょうし

は少しもなかった。 

三四郎はいまさら自分の言葉
ことば
を冗 談
じょうだん

にすることもできず、またまじめにすることもできなく

なった。どっちにしても、よし子から軽蔑
けいべつ

されそうである。三四郎は絵をながめながら、腹
はら
の

中
なか
で赤面
せきめん

した。 
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椽側から座敷
ざしき
を見回
みまわ
すと、しんと静

しず
かである。茶

ちゃ
の間

ま
はむろん、台 所

だいどころ
にも人

ひと
はいないようで

ある。 

「おっかさんはもうお国
くに
へお帰りになったんですか」 

「まだ帰りません。近
ちか
いうちに立

た
つはずですけれど」 

「今
いま
、いらっしゃるんですか」 

「今ちょっと買物
かいもの

に出
で
ました」 

「あなたが里見
さとみ
さんの 所

ところ
へお移

うつ
りになるというのは本当ですか」 

「どうして」 

「どうしてって――このあいだ広田
ひろた

先生
せんせい

の所でそんな 話
はなし
がありましたから」 

「まだきまりません。ことによると、そうなるかもしれませんけれど」 

三四郎は少しく要 領
ようりょう

を得
え
た。 

「野々宮
ののみや

さんはもとから里見
さとみ
さんと御懇意

ごこんい
なんですか」 

「ええ。お友
とも
だちなの」 

男
おとこ
と 女
おんな
の友だちという意味

い み
かしらと思

おも
ったが、なんだかおかしい。けれども三四郎

さんしろう
はそれ

以上
いじょう

を聞
き
きえなかった。 

「広田
ひろた

先生
せんせい

は野々宮さんのもとの先生だそうですね」 

「ええ」 

話
はなし
は「ええ」でつかえた。 

「あなたは里見さんの 所
ところ
へいらっしゃるほうがいいんですか」 
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「 私
わたし
？	 そうね。でも美禰子

み ね こ
さんのお兄

あに
いさんにお気

き
の毒
どく
ですから」 

「美禰子さんのにいさんがあるんですか」 

「ええ。うちの兄と同年
どうねん

の卒 業
そつぎょう

なんです」 

「やっぱり理学士
りがくし

ですか」 

「いいえ、科
か
は違
ちが
います。法学士

ほうがくし
です。そのまた上

うえ
の兄さんが広田先生のお友だちだったので

すけれども、早
はや
くおなくなりになって、今

いま
では恭 助

きょうすけ
さんだけなんです」 

「おとっさんやおっかさんは」 

よし子
こ
は少
すこ
し笑
わら
いながら、 

「ないわ」と言
い
った。美禰子の父母

ふ ぼ
の存在
そんざい

を想像
そうぞう

するのは滑稽
こっけい

であるといわぬばかりであ

る。よほど早く死
し
んだものとみえる。よし子の記憶

きおく
にはまるでないのだろう。 

「そういう関係
かんけい

で美禰子さんは広田先生の家
うち
へ出入
でいり
をなさるんですね」 

「ええ。死んだにいさんが広田先生とはたいへん仲良
なかよ
しだったそうです。それに美禰子さんは

英語
えいご
が好

す
きだから、時々

ときどき
英語を習

なら
いにいらっしゃるんでしょう」 

「こちらへも来
き
ますか」 

よし子はいつのまにか、水彩画
すいさいが

の続
つづ
きをかき始

はじ
めた。三四郎がそばにいるのがまるで苦

く
になっ

ていない。それでいて、よく返事
へんじ
をする。 

「美禰子さん？」と聞きながら、柿
かき
の木

き
の下
した
にある藁葺

わらぶき
屋根
や ね
に影
かげ
をつけたが、 

「少し黒
くろ
すぎますね」と絵

え
を三四郎の前

まえ
へ出

だ
した。三四郎は今度

こんど
は正 直
しょうじき

に、 

「ええ、少し黒すぎます」と答
こた
えた。すると、よし子は画筆

えふで
に水
みず
を含
ふく
ませて、黒い所を洗

あら
いな

がら、 

「いらっしゃいますわ」とようやく三四郎に返事をした。 
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「たびたび？」 

「ええたびたび」とよし子は依然
いぜん
として画紙

が し
に向

む
かっている。三四郎は、よし子が絵のつづき

をかきだしてから、問答
もんどう

がたいへん楽
らく
になった。 

しばらく無言
むごん
のまま、絵

え
のなかをのぞいていると、よし子

こ
はたんねんに藁葺

わらぶき
屋根
や ね
の黒
くろ
い影
かげ
を

洗
あら
っていたが、あまり水

みず
が多
おお
すぎたのと、筆

ふで
の使
つか
い方
かた
がなかなか不慣

ふ な
れなので、黒いものが

かってに四方
しほう
へ浮

う
き出

だ
して、せっかく赤

あか
くできた柿

かき
が、陰干

かげぼし
の渋柿
しぶがき

のような色
いろ
になった。よ

し子は画筆
えふで
の手

て
を休
やす
めて、両手

りょうて
を伸

の
ばして、首

くび
をあとへ引

ひ
いて、ワットマンをなるべく遠

とお
く

からながめていたが、しまいに、小
ちい
さな声

こえ
で、 

「もう駄目
だ め
ね」と言

い
う。じっさいだめなのだから、しかたがない。三四郎

さんしろう
は気

き
の毒
どく
になった。 

「もうおよしなさい。そうして、また 新
あたら
しくおかきなさい」 

よし子は顔
かお
を絵に向

む
けたまま、しりめに三四郎を見

み
た。大

おお
きな 潤

うるお
いのある目

め
である。三四郎

はますます気の毒になった。すると 女
おんな
が 急
きゅう
に笑
わら
いだした。 

「ばかね。二
に
時間
じかん
ばかり損

そん
をして」と言いながら、せっかくかいた水彩

すいさい
の上
うえ
へ、横縦

よこたて
に二

に
、

三本
さんぼん

太
ふと
い棒
ぼう
を引いて、絵の具箱

ぐばこ
の蓋
ふた
をぱたりと伏

ふ
せた。 

「もうよしましょう。座敷
ざしき
へおはいりなさい。お茶

ちゃ
をあげますから」と言いながら、自分

じぶん
は上

へ上
あ
がった。三四郎は靴

くつ
を脱

ぬ
ぐのが面倒

めんどう
なので、やはり椽側

えんがわ
に腰
こし
をかけていた。腹

はら
の中
なか
で

は、今
いま
になって、茶をやるという女を非常

ひじょう
におもしろいと思

おも
っていた。三四郎に度

ど
はずれの女

をおもしろがるつもりは少
すこ
しもないのだが、突然

とつぜん
お茶をあげますといわれた時

とき
には、一種

いっしゅ
の

愉快
ゆかい
を感
かん
ぜぬわけにゆかなかったのである。その感じは、どうしても異性

いせい
に近
ちか
づいて得

え
られる

感じではなかった。 

茶
ちゃ
の間

ま
で話
はな
し声
ごえ
がする。下女

げじょ
はいたに違

ちが
いない。やがて 襖

ふすま
を開
ひら
いて、茶器

ちゃき
を持

も
って、よし子

があらわれた。その顔を正 面
しょうめん

から見た時に、三四郎はまた、女 性 中
じょせいちゅう

のもっとも女性的
じょせいてき

な顔

であると思った。 
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よし子
こ
は茶
ちゃ
をくんで椽側

えんがわ
へ出

だ
して、自分

じぶん
は座敷
ざしき
の 畳
たたみ
の上
うえ
へすわった。三四郎

さんしろう
はもう帰

かえ
ろうと

思
おも
っていたが、この 女

おんな
のそばにいると、帰らないでもかまわないような気

き
がする。病 院

びょういん
で

はかつてこの女の顔
かお
をながめすぎて、少

すこ
し赤面
せきめん

させたために、さっそく引
ひ
き取

と
ったが、きょう

はなんともない。茶を出したのをさいわいに椽側と座敷でまた談話
だんわ
を始
はじ
めた。いろいろ話

はな
して

いるうちに、よし子は三四郎に 妙
みょう
な事
こと
を聞

き
きだした。それは、自分の兄

あに
の野々宮
ののみや

が好
す
きかい

やかという質問
しつもん

であった。ちょっと聞くとまるでがんぜない子供
こども
の言

い
いそうな事であるが、よ

し子の意味
い み
はもう少し深

ふか
いところにあった。研 究 心

けんきゅうしん
の強
つよ
い学問
がくもん

好
ず
きの人

ひと
は、万事

ばんじ
を研究す

る気で見
み
るから、情 愛

じょうあい
が薄
うす
くなるわけである。人 情

にんじょう
で物
もの
をみると、すべてが好

す
ききらいの

二
ふた
つになる。研究する気なぞが起

お
こるものではない。自分の兄は理学者

りがくしゃ
だものだから、自分を

研究していけない。自分を研究すればするほど、自分を可愛
かわい
がる度

ど
は減

へ
るのだから、 妹

いもうと
に対
たい

して不親切
ふしんせつ

になる。けれども、あのくらい研究好きの兄が、このくらい自分を可愛がってくれ

るのだから、それを思うと、兄は日本
にほん
じゅうでいちばんいい人に違

ちが
いないという結論

けつろん
であっ

た。 

三四郎はこの説
せつ
を聞いて、大

おお
いにもっともなような、またどこか抜

ぬ
けているような気がした

が、さてどこが抜けているんだか、 頭
あたま
がぼんやりして、ちょっとわからなかった。それでおも

てむきこの説に対してはべつだんの批評
ひひょう

を加
くわ
えなかった。ただ腹

はら
の中
なか
で、これしきの女の言

う事を、明 瞭
めいりょう

に批評しえないのは、男児
だんじ
としてふがいないことだと、いたく赤面した。同時

どうじ

に、東京の女学生
じょがくせい

はけっしてばかにできないものだということを悟
さと
った。 

三四郎はよし子に対する敬愛
けいあい

の念
ねん
をいだいて下宿

げしゅく
へ帰った。はがきが来

き
ている。「明日

あ す
午後
ご ご

一時
いちじ
ごろから菊 人 形

きくにんぎょう
を見にまいりますから、広田

ひろた
先生
せんせい

の家
うち
までいらっしゃい。美禰子

み ね こ
」 

その字
じ
が、野々宮さんのポッケットから半分

はんぶん
はみ出

だ
していた封筒

ふうとう
の上書
うわがき

に似
に
ているので、三

四郎は何
なん
べんも読

よ
み直
なお
してみた。 

翌日
よくじつ

は日曜
にちよう

である。三四郎
さんしろう

は昼飯
ひるめし

を済
す
ましてすぐ西片町

にしかたまち
へ来

き
た。新 調

しんちょう
の制服
せいふく

を着
き
て、光

ひか

った靴
くつ
をはいている。静

しず
かな横 町

よこちょう
を広田
ひろた

先生
せんせい

の前
まえ
まで来

く
ると、人声

ひとごえ
がする。 
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先生の家
うち
は門
もん
をはいると、左手

ひだりて
がすぐ庭

にわ
で、木戸

き ど
をあければ玄関

げんかん
へかからずに、座敷

ざしき
の椽
えん
へ

出
で
られる。三四郎は要目垣

かなめがき
のあいだに見

み
える桟

さん
をはずそうとして、ふと、庭の中

なか
の話
はな
し声
ごえ
を

耳
みみ
にした。 話

はなし
は野々宮
ののみや

と美禰子
み ね こ

のあいだに起
お
こりつつある。 

「そんな事
こと
をすれば、地面

じめん
の上
うえ
へ落

お
ちて死

し
ぬばかりだ」これは 男

おとこ
の声
こえ
である。 

「死んでも、そのほうがいいと思
おも
います」これは 女

おんな
の 答
こたえ
である。 

「もっともそんな無謀
むぼう
な人間
にんげん

は、高
たか
い 所
ところ
から落ちて死ぬだけの価値

か ち
は十 分
じゅうぶん

ある」 

「残酷
ざんこく

な事をおっしゃる」 

三四郎はここで木戸をあけた。庭のまん中に立
た
っていた会話

かいわ
の主
ぬし
は二人
ふたり
ともこっちを見た。

野々宮はただ「やあ」と平凡
へいぼん

に言
い
って、 頭

あたま
をうなずかせただけである。頭に 新

あたら
しい茶

ちゃ
の

中折帽
なかおれぼう

をかぶっている。美禰子は、すぐ、 

「はがきはいつごろ着
つ
きましたか」と聞

き
いた。二人の今

いま
までやっていた会話はこれで中 絶

ちゅうぜつ
し

た。 

椽側
えんがわ

には主人
あるじ
が洋服
ようふく

を着て腰
こし
をかけて、相変

あいかわ
らず哲学

てつがく
を吹

ふ
いている。これは西洋

せいよう
の雑誌
ざっし
を

手
て
にしていた。そばによし子

こ
がいる。両手

りょうて
をうしろに突

つ
いて、からだを空

くう
に持

も
たせながら、伸

の

ばした足
あし
にはいた厚

あつ
い草履
ぞうり
をながめていた。――三四郎はみんなから待

ま
ち受

う
けられていたとみ

える。 

主人
あるじ
は雑誌
ざっし
をなげ出

だ
した。 

「では行
い
くかな。とうとう引

ひ
っぱり出

だ
された」 

「御苦労
ごくろう

さま」と野々宮
ののみや

さんが言
い
った。 女

おんな
は二人
ふたり
で顔
かお
を見合

み あ
わせて、ひとに知

し
れないような

笑
えみ
をもらした。庭

にわ
を出

で
る時
とき
、女が二人つづいた。 

「背
せ
が高
たか
いのね」と美禰子

み ね こ
があとから言った。 
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「のっぽ」とよし子
こ
が一言
ひとこと

答
こた
えた。門

もん
の側
わき
で並
なら
んだ時、「だから、なりたけ草履

ぞうり
をはくの」

と弁解
べんかい

をした。三四郎
さんしろう

もつづいて庭を出ようとすると、二階
にかい
の障子
しょうじ

ががらりと開
あ
いた。与次郎

よじろう

が手欄
てすり
の 所
ところ
まで出てきた。 

「行くのか」と聞
き
く。 

「うん、君
きみ
は」 

「行かない。菊細工
きくざいく

なんぞ見
み
てなんになるものか。ばかだな」 

「いっしょに行こう。家
うち
にいたってしようがないじゃないか」 

「今
いま
論文
ろんぶん

を書
か
いている。大論文

だいろんぶん
を書いている。なかなかそれどころじゃない」 

三四郎はあきれ返
かえ
ったような笑

わら
い方
かた
をして、四人

よにん
のあとを追

お
いかけた。四人は細

ほそ
い横 町
よこちょう

を

三分
さんぶん

の二
に
ほど広

ひろ
い通
とお
りの方

ほう
へ遠
とお
ざかったところである。この一団

いちだん
の影
かげ
を高
たか
い空気
くうき
の下
した
に認
みと

めた時、三四郎は自分
じぶん
の今の生活

せいかつ
が熊本
くまもと

当時
とうじ
のそれよりも、ずっと意味

い み
の深
ふか
いものになりつ

つあると感
かん
じた。かつて 考

かんが
えた三個

さんこ
の世界
せかい
のうちで、第二

だいに
第三
だいさん

の世界はまさにこの一団の影

で代 表
だいひょう

されている。影の半分
はんぶん

は薄黒
うすぐろ

い。半分は花野
はなの
のごとく明

あき
らかである。そうして三四郎

の 頭
あたま
のなかではこの両 方

りょうほう
が渾然
こんぜん

として調和
ちょうわ

されている。のみならず、自分もいつのまに

か、しぜんとこの経緯
よこたて

のなかに織
お
りこまれている。ただそのうちのどこかにおちつかないとこ

ろがある。それが不安
ふあん
である。歩

ある
きながら考えると、いまさき庭のうちで、野々宮と美禰子が

話
はな
していた談柄

だんぺい
が近因
きんいん

である。三四郎はこの不安の念
ねん
を駆

か
るために、二人の談柄をふたたび

ほじくり出
だ
してみたい気

き
がした。 

四人
よにん
はすでに曲

ま
がり角

かど
へ来

き
た。四人とも足

あし
をとめて、振

ふ
り返
かえ
った。美禰子

み ね こ
は 額
ひたい
に手

て
をかざし

ている。 

三四郎
さんしろう

は一分
いっぷん

かからぬうちに追
お
いついた。追いついてもだれもなんとも言

い
わない。ただ歩

ある
きだ

しただけである。しばらくすると、美禰子が、 

「野々宮
ののみや

さんは、理学者
りがくしゃ

だから、なおそんな事
こと
をおっしゃるんでしょう」と言いだした。 話

はなし

の続
つづ
きらしい。 
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「なに理学
りがく
をやらなくっても同

おな
じ事です。高

たか
く飛

と
ぼうというには、飛べるだけの装置

そうち
を 考
かんが
え

たうえでなければできないにきまっている。 頭
あたま
のほうがさきに要

い
るに違

ちが
いないじゃありませ

んか」 

「そんなに高く飛びたくない人
ひと
は、それで我慢

がまん
するかもしれません」 

「我慢しなければ、死
し
ぬばかりですもの」 

「そうすると安全
あんぜん

で地面
じめん
の上
うえ
に立

た
っているのがいちばんいい事になりますね。なんだかつまら

ないようだ」 

野々宮さんは返事
へんじ
をやめて、広田

ひろた
先生
せんせい

の方
ほう
を向

む
いたが、 

「 女
おんな
には詩人

しじん
が多
おお
いですね」と笑

わら
いながら言った。すると広田先生が、 

「男子
だんし
の弊
へい
はかえって純 粋

じゅんすい
の詩人になりきれないところにあるだろう」と 妙

みょう
な挨拶
あいさつ

をし

た。野々宮さんはそれで黙
だま
った。よし子

こ
と美禰子は何

なに
かお互

たが
いの話を始

はじ
める。三四郎はようや

く質問
しつもん

の機会
きかい
を得

え
た。 

「今
いま
のは何

なん
のお 話

はなし
なんですか」 

「なに空 中
くうちゅう

飛行機
ひこうき

の事です」と野々宮さんが無造作
むぞうさ

に言った。三四郎は落語
らくご
のおちを聞

き
くよ

うな気
き
がした。 

それからはべつだんの会話
かいわ
も出

で
なかった。また長

なが
い会話ができかねるほど、人

ひと
がぞろぞろ歩

ある
く

所
ところ
へ来

き
た。大観音

おおがんのん
の前
まえ
に乞食
こじき
がいる。 額

ひたい
を地

ち
にすりつけて、大

おお
きな声

こえ
をのべつに出

だ
して、

哀願
あいがん

をたくましゅうしている。時々
ときどき

顔
かお
を上

あ
げると、額のところだけが砂

すな
で白
しろ
くなっている。

だれも 顧
かえり
みるものがない。五人

ごにん
も平気
へいき
で行

ゆ
き過

す
ぎた。五

ご
、六間
ろっけん

も来た時
とき
に、広田

ひろた
先生
せんせい

が 急
きゅう

に振
ふ
り向

む
いて三四郎

さんしろう
に聞

き
いた。 

「君
きみ
あの乞食に銭

ぜに
をやりましたか」 

「いいえ」と三四郎があとを見
み
ると、例

れい
の乞食は、白い額の下

した
で両手
りょうて

を合
あ
わせて、相変

あいかわ
らず

大きな声を出している。 
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「やる気
き
にならないわね」とよし子

こ
がすぐに言

い
った。 

「なぜ」とよし子の兄
あに
は 妹
いもうと

を見た。たしなめるほどに強
つよ
い言葉
ことば
でもなかった。野々宮

ののみや
の顔
かお

つきはむしろ冷静
れいせい

である。 

「ああしじゅうせっついていちゃ、せっつきばえがしないからだめですよ」と美禰子
み ね こ

が 評
ひょう
し

た。 

「いえ場所
ばしょ
が悪
わる
いからだ」と今度

こんど
は広田先生が言った。「あまり人通

ひとどお
りが多

おお
すぎるからいけな

い。山
やま
の上
うえ
の寂
さび
しい所で、ああいう 男

おとこ
に会

あ
ったら、だれでもやる気になるんだよ」 

「その代
かわ
り一日
いちにち

待
ま
っていても、だれも通

とお
らないかもしれない」と野々宮はくすくす笑

わら
い出

だ
し

た。 

三四郎は四人
よにん
の乞食に対

たい
する批評

ひひょう
を聞いて、自分

じぶん
が今日
こんにち

まで養成
いくせい

した徳義上
とくぎじょう

の観念
かんねん

を幾分
いくぶん

か傷
きず
つけられるような気がした。けれども自分が乞食の前を通る時、一銭

いっせん
も投

な
げてやる了 見

りょうけん

が起
お
こらなかったのみならず、実

じつ
をいえば、むしろ不愉快

ふゆかい
な感
かん
じが募

つの
った事実

じじつ
を反省
はんせい

してみ

ると、自分よりもこれら四人のほうがかえって 己
おのれ
に 誠
まこと
であると思

おも
いついた。また彼

かれ
らは己

に誠でありうるほどな広
ひろ
い天地
てんち
の下に呼吸

こきゅう
する都会人種

しゃかいじんしゅ
であるということを悟

さと
った。 

行
い
くに 従

したが
って人

ひと
が多
おお
くなる。しばらくすると一人

ひとり
の迷子
まいご
に出会

で あ
った。七

なな
つばかりの 女

おんな
の子

こ

である。泣
な
きながら、人の袖

そで
の下
した
を右
みぎ
へ行ったり、 左

ひだり
へ行ったりうろうろしている。おばあ

さん、おばあさんとむやみに言
い
う。これには往来

おうらい
の人もみんな 心

こころ
を動
うご
かしているようにみえ

る。立
た
ちどまる者

もの
もある。かあいそうだという者もある。しかしだれも手

て
をつけない。子供

こども
は

すべての人の注意
ちゅうい

と同 情
どうじょう

をひきつつ、しきりに泣きさけんでおばあさんを捜
さが
している。

不可思議
ふ か し ぎ

の現 象
げんしょう

である。 

「これも場所
ばしょ
が悪
わる
いせいじゃないか」と野々宮

ののみや
君
くん
が子供の影

かげ
を見送
みおく
りながら言

い
った。 

「いまに巡査
じゅんさ

が始末
しまつ
をつけるにきまっているから、みんな責任

せきにん
をのがれるんだね」と広田

ひろた

先生
せんせい

が説明
せつめい

した。 

「わたしのそばまで来
く
れば交番

こうばん
まで送

おく
ってやるわ」とよし子

こ
が言う。 
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「じゃ、追
お
っかけて行

い
って、連

つ
れて行

い
くがいい」と兄

あに
が注意
ちゅうい

した。 

「追っかけるのはいや」 

「なぜ」 

「なぜって――こんなにおおぜいの人がいるんですもの。 私
わたし
にかぎったことはないわ」 

「やっぱり責任をのがれるんだ」と広田が言う。 

「やっぱり場所が悪いんだ」と野々宮が言う。 男
おとこ
は二人
ふたり
で笑
わら
った。団子坂

だんござか
の上
うえ
まで来ると、

交番の前
まえ
へ人が黒山

くろやま
のようにたかっている。迷子はとうとう巡査の手に渡

わた
ったのである。 

「もう安心
あんしん

大丈夫
だいじょうぶ

です」と美禰子
み ね こ

が、よし子を 顧
かえり
みて言った。よし子は「まあよかった」と

いう。 

坂
さか
の上
うえ
から見

み
ると、坂は曲

ま
がっている。 刀

かたな
の切

き
っ先
さき
のようである。幅

はば
はむろん狭

せま
い。右側

みぎがわ

の二階建
にかいだて

が左 側
ひだりがわ

の高
たか
い小屋

こ や
の前
まえ
を半分
はんぶん

さえぎっている。そのうしろにはまた高い 幟
のぼり
が何本
なんぼん

となく立
た
ててある。人

ひと
は 急
きゅう
に谷底
たにそこ

へ落
お
ち込

こ
むように思

おも
われる。その落ち込むものが、はい上

あ

がるものと入
い
り乱
みだ
れて、道

みち
いっぱいにふさがっているから、谷

たに
の底
そこ
にあたる 所

ところ
は幅をつくし

て異様
いよう
に動
うご
く。見ていると目

め
が疲
つか
れるほど不規則

ふきそく
にうごめいている。広田

ひろた
先生
せんせい

はこの坂の上に

立って、 

「これはたいへんだ」と、さも帰
かえ
りたそうである。四人

よにん
はあとから先生を押

お
すようにして、谷

へはいった。その谷が途中
とちゅう

からだらだらと向
む
こうへ回

まわ
り込

こ
む所に、右にも左にも、大

おお
きな

葭簀掛
よしずが

けの小屋を、狭い両 側
りょうがわ

から高く構
かま
えたので、空

そら
さえ存外

ぞんがい
窮 屈
きゅうくつ

にみえる。往来
おうらい

は暗
くら

くなるまで込
こ
み合

あ
っている。そのなかで木戸番

きどばん
ができるだけ大きな声

こえ
を出

だ
す。「人間

にんげん
から出

で
る

声じゃない。菊 人 形
きくにんぎょう

から出る声だ」と広田先生が 評
ひょう
した。それほど彼

かれ
らの声は尋 常

じんじょう
を離
はな

れている。 

一行
いっこう

は左の小屋へはいった。曾我
そ が
の討入
うちいり

がある。五郎
ごろう
も十 郎
じゅうろう

も頼朝
よりとも

もみな平 等
びょうどう

に菊
きく
の

着物
きもの
を着

き
ている。ただし顔

かお
や手足
てあし
はことごとく木彫

き ぼ
りである。その次

つぎ
は雪
ゆき
が降

ふ
っている。若

わか
い

女
おんな
が 癪
しゃく
を起

お
こしている。これも人 形

にんぎょう
の心
しん
に、菊をいちめんにはわせて、花

はな
と葉

は
が 平
たいら
に

隙間
すきま
なく衣装

いしょう
の恰好
かっこう

となるように作
つく
ったものである。 



Sanshirō	by	Natsume	Sōseki	–	Chapter	5	 12	

よし子
こ
は余念
よねん
なくながめている。広田先生と野々宮

ののみや
はしきりに 話

はなし
を始
はじ
めた。菊の培養

ばいよう
法
ほう
が違
ちが

うとかなんとかいうところで、三四郎
さんしろう

は、ほかの見物
けんぶつ

に隔
へだ
てられて、一間

いっけん
ばかり離れた。

美禰子
み ね こ

はもう三四郎より先
さき
にいる。見物は、がいして町家

ちょうか
の者
もの
である。教 育

きょういく
のありそうな者

はきわめて少
すく
ない。美禰子はその 間

あいだ
に立って振

ふ
り返
かえ
った。首

くび
を延

の
ばして、野々宮のいる方

ほう
を

見た。野々宮は右の手を竹
たけ
の手欄
てすり
から出して、菊の根

ね
をさしながら、何

なに
か熱心
ねっしん

に説明
せつめい

してい

る。美禰子はまた向こうをむいた。見物に押
お
されて、さっさと出口

でぐち
の方へ行

い
く。三四郎は

群 集
ぐんしゅう

を押
お
し分

わ
けながら、三人

さんにん
を棄

す
てて、美禰子のあとを追

お
って行

い
った。 

ようやくのことで、美禰子
み ね こ

のそばまで来
き
て、 

「里見
さとみ
さん」と呼

よ
んだ時

とき
に、美禰子は青竹

あおだけ
の手欄
てすり
に手

て
を突

つ
いて、心持

こころも
ち首
くび
をもどして、

三四郎
さんしろう

を見
み
た。なんとも言

い
わない。手欄のなかは養老

ようろう
の滝
たき
である。丸

まる
い顔
かお
の、腰

こし
に斧
おの
をさし

た 男
おとこ
が、瓢 箪

ひょうたん
を持

も
って、滝壺

たきつぼ
のそばにかがんでいる。三四郎が美禰子の顔を見た時には、

青竹のなかに何
なに
があるかほとんど気

き
がつかなかった。 

「どうかしましたか」と思
おも
わず言

い
った。美禰子はまだなんとも答

こた
えない。黒

くろ
い目

め
をさもものう

そうに三四郎の 額
ひたい
の上
うえ
にすえた。その時三四郎は美禰子の二重瞼

ふたえまぶた
に不可思議

ふ か し ぎ
なある意味

い み
を認
みと

めた。その意味のうちには、 霊
たましい

の疲
つか
れがある。肉

にく
のゆるみがある。苦痛

くつう
に近
ちか
き 訴
うった
えがあ

る。三四郎は、美禰子の答を予期
よ き
しつつある今

いま
の場合
ばあい
を忘
わす
れて、この 眸

ひとみ
とこの 瞼

まぶた
の 間
あいだ
にす

べてを遺却
いきゃく

した。すると、美禰子は言った。 

「もう出
で
ましょう」 

眸と瞼の距離
きょり
が次第
しだい
に近づくようにみえた。近づくに 従

したが
って三四郎の 心

こころ
には 女

おんな
のために出

なければすまない気がきざしてきた。それが頂 点
ちょうてん

に達
たっ
したころ、女は首

くび
を投

な
げるように向

む
こ

うをむいた。手を青竹の手欄から離
はな
して、出口

でぐち
の方
ほう
へ歩
ある
いて行

い
く。三四郎はすぐあとからつい

て出た。 

二人
ふたり
が 表
おもて
で並
なら
んだ時、美禰子はうつむいて右

みぎ
の手

て
を額に当

あ
てた。周囲

しゅうい
は人
ひと
が渦
うず
を巻

ま
いてい

る。三四郎は女の耳
みみ
へ口
くち
を寄

よ
せた。 

「どうかしましたか」 
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女は人込
ひとご
みの中

なか
を谷中
やなか
の方へ歩きだした。三四郎もむろんいっしょに歩きだした。半 町

はんちょう
ばか

り来
き
た時、女は人の中で留

と
まった。 

「ここはどこでしょう」 

「こっちへ行くと谷中の天王寺
てんのうじ

の方へ出てしまいます。帰
かえ
り道
みち
とはまるで反対

はんたい
です」 

「そう。 私
わたし
心持
こころも

ちが悪
わる
くって……」 

三四郎は往来
おうらい

のまん中で助
たす
けなき苦痛を感

かん
じた。立

た
って 考

かんが
えていた。 

「どこか静
しず
かな 所

ところ
はないでしょうか」と女が聞

き
いた。 

谷中
やなか
と千駄木
せんだぎ

が谷
たに
で出会

で あ
うと、いちばん低

ひく
い 所
ところ
に小川
おがわ
が流
なが
れている。この小川を沿

そ
うて、町

まち

を 左
ひだり
へ切

き
れるとすぐ野

の
に出

で
る。川

かわ
はまっすぐに北

きた
へ通
かよ
っている。三四郎

さんしろう
は東 京
とうきょう

へ来
き
てから

何
なん
べんもこの小川の向

む
こう側

がわ
を歩
ある
いて、何べんこっち側を歩いたかよく覚

おぼ
えている。美禰子

み ね こ
の

立
た
っている所は、この小川が、ちょうど谷中の町を横切

よこぎ
って根津

ね づ
へ抜

ぬ
ける石橋

いしばし
のそばである。 

「もう一 町
いっちょう

ばかり歩けますか」と美禰子に聞
き
いてみた。 

「歩きます」 

二人はすぐ石橋を渡
わた
って、左へ折

お
れた。人

ひと
の家
うち
の路地

ろ じ
のような所を十 間

じゅっけん
ほど行

い
き尽
つく
して、門

もん

の手前
てまえ
から板橋

いたばし
をこちら側へ渡

わた
り返
かえ
して、しばらく川の縁

ふち
を上
のぼ
ると、もう人

ひと
は通
とお
らない。広

ひろ

い野である。 

三四郎はこの静
しず
かな秋

あき
のなかへ出

で
たら、 急

きゅう
にしゃべり出

だ
した。 

「どうです、ぐあいは。頭痛
ずつう
でもしますか。あんまり人がおおぜい、いたせいでしょう。あの

人 形
にんぎょう

を見
み
ている連 中

れんちゅう
のうちにはずいぶん下等

かとう
なのがいたようだから――なにか失礼

しつれい
でもし

ましたか」 

女
おんな
は黙
だま
っている。やがて川の流れから目

め
を上

あ
げて、三四郎を見た。二重瞼

ふたえまぶた
にはっきりと張

は
り

があった。三四郎はその目つきでなかば安心
あんしん

した。 
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「ありがとう。だいぶよくなりました」と言
い
う。 

「休
やす
みましょうか」 

「ええ」 

「もう少
すこ
し歩けますか」 

「ええ」 

「歩ければ、もう少しお歩きなさい。ここはきたない。あすこまで行
い
くと、ちょうど休むにい

い場所
ばしょ
があるから」 

「ええ」 

一 丁
いっちょう

ばかり来
き
た。また橋

はし
がある。一 尺

いっしゃく
に足

た
らない古板

ふるいた
を造作
ぞうさ
なく渡

わた
した上

うえ
を、三四郎

さんしろう
は

大
おお
またに歩

ある
いた。 女

おんな
もつづいて通

とお
った。待

ま
ち合

あ
わせた三四郎の目

め
には、女の足

あし
が常
つね
の大地
だいち
を

踏
ふ
むと同

おな
じように軽

かる
くみえた。この女はすなおな足をまっすぐに前

まえ
へ運
はこ
ぶ。わざと女らしく

甘
あま
えた歩

ある
き方
かた
をしない。したがってむやみにこっちから手

て
を貸

か
すわけにはいかない。 

向
む
こうに藁

わら
屋根
や ね
がある。屋根の下

した
が一面
いちめん

に赤
あか
い。近寄

ちかよ
って見

み
ると、唐辛子

とうがらし
を干

ほ
したのであっ

た。女はこの赤いものが、唐辛子であると見分
み わ
けのつくところまで来て留

と
まった。 

「 美
うつく
しいこと」と言

い
いながら、草

くさ
の上に腰

こし
をおろした。草は小川

おがわ
の縁
ふち
にわずかな幅

はば
をはえて

いるのみである。それすら夏
なつ
の半
なか
ばのように青

あお
くはない。美禰子

み ね こ
は派手

は で
な着物
きもの
のよごれるのを

まるで苦
く
にしていない。 

「もう少
すこ
し歩
ある
けませんか」と三四郎は立

た
ちながら、 促

うなが
すように言ってみた。 

「ありがとう。これでたくさん」 

「やっぱり心持
こころも

ちが悪
わる
いですか」 

「あんまり疲
つか
れたから」 
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三四郎もとうとうきたない草の上にすわった。美禰子と三四郎の 間
あいだ
は四 尺
よんしゃく

ばかり離
はな
れてい

る。二人
ふたり
の足の下には小

ちい
さな川

かわ
が流
なが
れている。秋

あき
になって水

みず
が落

お
ちたから浅

あさ
い。角

かど
の出

で
た石
いし

の上に鶺鴒
せきれい

が一羽
いちわ
とまったくらいである。三四郎は水の中をながめていた。水が次第

しだい
に濁
にご
って

くる。見ると川上
かわかみ

で 百 姓
ひゃくしょう

が大根
だいこん

を洗
あら
っていた。美禰子の視線

しせん
は遠
とお
くの向こうにある。向こ

うは広
ひろ
い 畑
はたけ
で、畑の先

さき
が森
もり
で森の上が空

そら
になる。空の色

いろ
がだんだん変

かわ
ってくる。 

ただ単 調
たんちょう

に澄
す
んでいたもののうちに、色

いろ
が幾通
いくとお

りもできてきた。透
す
き通
とお
る藍
あい
の地

じ
が消

き
えるよ

うに次第
しだい
に薄
うす
くなる。その上

うえ
に白
しろ
い雲
くも
が鈍
にぶ
く重
かさ
なりかかる。重なったものが溶

と
けて流

なが
れ出

だ

す。どこで地が尽
つ
きて、どこで雲が始

はじ
まるかわからないほどにものうい上を、心持

こころも
ち黄

き
な色が

ふうと一面
いちめん

にかかっている。 

「空
そら
の色が濁

にご
りました」と美禰子

み ね こ
が言

い
った。 

三四郎
さんしろう

は流
なが
れから目

め
を放
はな
して、上を見

み
た。こういう空の模様

もよう
を見たのははじめてではない。け

れども空が濁ったという言葉
ことば
を聞

き
いたのはこの時

とき
がはじめてである。気

き
がついて見ると、濁っ

たと形容
けいよう

するよりほかに形容のしかたのない色であった。三四郎が何
なに
か答
こた
えようとするまえ

に、 女
おんな
はまた言った。 

「重
おも
いこと。大理石

マーブル
のように見えます」 

美禰子は二重
ふたえ

瞼
まぶた
を細
ほそ
くして高

たか
い 所
ところ
をながめていた。それから、その細くなったままの目を

静
しず
かに三四郎の方

ほう
に向

む
けた。そうして、 

「大理石のように見えるでしょう」と聞いた。三四郎は、 

「ええ、大理石のように見えます」と答えるよりほかはなかった。女はそれで黙
だま
った。しばら

くしてから、今度
こんど
は三四郎が言った。 

「こういう空の下
した
にいると、 心

こころ
が重くなるが気

き
は軽
かる
くなる」 

「どういうわけですか」と美禰子が問
と
い返
かえ
した。 

三四郎には、どういうわけもなかった。返事
へんじ
はせずに、またこう言った。 
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「安心
あんしん

して夢
ゆめ
を見ているような空模様だ」 

「動
うご
くようで、なかなか動きませんね」と美禰子はまた遠

とお
くの雲をながめだした。 

菊
きく
人 形
にんぎょう

で 客
きゃく
を呼

よ
ぶ声
こえ
が、おりおり二人

ふたり
のすわっている 所

ところ
まで聞

き
こえる。 

「ずいぶん大
おお
きな声ね」 

「朝
あさ
から晩

ばん
までああいう声を出

だ
しているんでしょうか。えらいもんだな」と言

い
ったが、三四郎

さんしろう

は 急
きゅう
に置

お
き去

ざ
りにした三人

さんにん
のことを思

おも
い出

だ
した。何

なに
か言おうとしているうちに、美禰子

み ね こ
は答
こた

えた。 

「商 売
しょうばい

ですもの、ちょうど大観音
おおがんのん

の乞食
こじき
と同
おな
じ事
こと
なんですよ」 

「場所
ばしょ
が悪
わる
くはないですか」 

三四郎は 珍
めずら
しく冗 談

じょうだん
を言って、そうして一人

ひとり
でおもしろそうに笑

わら
った。乞食について下

くだ
し

た広田
ひろた
の言葉
ことば
をよほどおかしく受

う
けたからである。 

「広田
ひろた

先生
せんせい

は、よく、ああいう事をおっしゃるかたなんですよ」ときわめて軽
かる
くひとりごとの

ように言ったあとで、急に調子
ちょうし

をかえて、 

「こういう所に、こうしてすわっていたら、大丈夫
だいじょうぶ

及 第
きゅうだい

よ」と比較的
ひかくてき

活発
かっぱつ

につけ加
くわ
えた。

そうして、今度
こんど
は自分
じぶん
のほうでおもしろそうに笑った。 

「なるほど野々宮
ののみや

さんの言ったとおり、いつまで待
ま
っていてもだれも通

とお
りそうもありません

ね」 

「ちょうどいいじゃありませんか」と早口
はやくち

に言ったが、あとで「おもらいをしない乞食なんだ

から」と結
むす
んだ。これは前句

ぜんく
の解 釈
かいしゃく

のためにつけたように聞こえた。 

ところへ知
し
らん人

ひと
が突然
とつぜん

あらわれた。唐辛子
とうがらし

の干
ほ
してある家

うち
の陰
かげ
から出

で
て、いつのまにか川

かわ

を向
む
こうへ渡

わた
ったものとみえる。二人のすわっている方へだんだん近

ちか
づいて来

く
る。洋服

ようふく
を着

き
て

髯
ひげ
をはやして、年輩

ねんぱい
からいうと広田先生くらいな 男

おとこ
である。この男が二人の前

まえ
へ来

き
た時
とき
、顔
かお
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をぐるりと向
む
け直
なお
して、正 面

しょうめん
から三四郎と美禰子をにらめつけた。その目

め
のうちには明

あき
らか

に憎悪
ぞうお
の色
いろ
がある。三四郎はじっとすわっていにくいほどな束縛

そくばく
を感
かん
じた。男はやがて行

い
き過

す

ぎた。その後 影
うしろかげ

を見送
みおく
りながら、三四郎は、 

「広田先生や野々宮さんはさぞあとでぼくらを捜
さが
したでしょう」とはじめて気

き
がついたように

言った。美禰子はむしろ冷
ひや
やかである。 

「なに大丈夫
だいじょうぶ

よ。大
おお
きな迷子

まいご
ですもの」 

「迷子だから捜
さが
したでしょう」と三四郎

さんしろう
はやはり前説

ぜんせつ
を主 張
しゅちょう

した。すると美禰子
み ね こ

は、なお冷
ひや

やかな調子
ちょうし

で、 

「責任
せきにん

をのがれたがる人
ひと
だから、ちょうどいいでしょう」 

「だれが？	 広田
ひろた

先生
せんせい

がですか」 

美禰子は答
こた
えなかった。 

「野々宮
ののみや

さんがですか」 

美禰子はやっぱり答えなかった。 

「もう気分
きぶん
はよくなりましたか。よくなったら、そろそろ帰

かえ
りましょうか」 

美禰子は三四郎を見
み
た。三四郎は上

あ
げかけた腰

こし
をまた草

くさ
の上
うえ
におろした。その時

とき
三四郎はこの

女
おんな
にはとてもかなわないような気

き
がどこかでした。同時

どうじ
に自分
じぶん
の腹
はら
を見抜

み ぬ
かれたという自覚

じかく

に伴
とも
なう一種

いっしゅ
の屈 辱
くつじょく

をかすかに感
かん
じた。 

「迷子」 

女は三四郎を見たままでこの一言
ひとこと

を繰
く
り返
かえ
した。三四郎は答えなかった。 

「迷子の英訳
えいやく

を知
し
っていらしって」 

三四郎は知るとも、知らぬとも言
い
いえぬほどに、この問

とい
を予期

よ き
していなかった。 
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「教
おし
えてあげましょうか」 

「ええ」 

「迷える子
ストレイ・シープ

――わかって？」 

三四郎
さんしろう

はこういう場合
ばあい
になると挨拶

あいさつ
に困
こま
る 男
おとこ
である。咄嗟

とっさ
の機

き
が過

す
ぎて、 頭

あたま
が冷
ひや
やかに

働
はたら
きだした時

とき
、過去

か こ
を 顧
かえり
みて、ああ言

い
えばよかった、こうすればよかったと後悔

こうかい
する。と

いって、この後悔を予期
よ き
して、むりに応 急

おうきゅう
の返事
へんじ
を、さもしぜんらしく得意

とくい
に吐

は
き散

ち
らすほ

どに軽薄
けいはく

ではなかった。だからただ黙
だま
っている。そうして黙っていることがいかにも半間

はんま
であ

ると自覚
じかく
している。 

迷える子
ストレイ・シープ

という言葉
ことば
はわかったようでもある。またわからないようでもある。わかるわからな

いはこの言葉の意味
い み
よりも、むしろこの言葉を使

つか
った 女

おんな
の意味である。三四郎はいたずらに

女の顔
かお
をながめて黙っていた。すると女は 急

きゅう
にまじめになった。 

「 私
わたし
そんなに生意気

なまいき
に見

み
えますか」 

その調子
ちょうし

には弁解
べんかい

の心持
こころも

ちがある。三四郎は意外
いがい
の感
かん
に打

う
たれた。今

いま
までは霧

きり
の中
なか
にいた。

霧が晴
は
れればいいと思

おも
っていた。この言葉で霧が晴れた。明 瞭

めいりょう
な女が出

で
て来

き
た。晴れたのが

恨
うら
めしい気

き
がする。 

三四郎は美禰子
み ね こ

の態度
たいど
をもとのような、――二人

ふたり
の頭の上

うえ
に広
ひろ
がっている、澄

す
むとも濁

にご
るとも

片
かた
づかない空

そら
のような、――意味のあるものにしたかった。けれども、それは女のきげんを取

と

るための挨拶ぐらいで戻
もど
せるものではないと思った。女は卒然

そつぜん
として、 

「じゃ、もう帰
かえ
りましょう」と言った。厭味

いやみ
のある言

い
い方
かた
ではなかった。ただ三四郎にとって

自分
じぶん
は興味のないものとあきらめるように静

しず
かな口調

くちょう
であった。 

空はまた変
かわ
ってきた。風

かぜ
が遠
とお
くから吹

ふ
いてくる。広い 畑

はたけ
の上には日

ひ
が限
かぎ
って、見ていると、

寒
さむ
いほど寂

さび
しい。草

くさ
からあがる地息

じいき
でからだは冷

ひ
えていた。気がつけば、こんな 所

ところ
に、よく

今までべっとりすわっていられたものだと思う。自分一人
ひとり
なら、とうにどこかへ行

い
ってしまっ

たに違
ちが
いない。美禰子も――美禰子はこんな所へすわる女かもしれない。 
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「少
すこ
し寒
さむ
くなったようですから、とにかく立

た
ちましょう。冷

ひ
えると毒

どく
だ。しかし気分

きぶん
はもうす

っかり直
なお
りましたか」 

「ええ、すっかり直りました」と明
あき
らかに答

こた
えたが、にわかに立

た
ち上

あ
がった。立ち上がる時

とき
、

小
ちい
さな声

こえ
で、ひとりごとのように、 

「迷える子
ストレイ・シープ

」と長
なが
く引

ひ
っ張

ぱ
って言

い
った。三四郎

さんしろう
はむろん答えなかった。 

美禰子
み ね こ

は、さっき洋服
ようふく

を着
き
た 男
おとこ
の出

で
て来

き
た方角
ほうがく

をさして、道
みち
があるなら、あの唐辛子

とうがらし
のそば

を通
とお
って行

い
きたいという。二人

ふたり
は、その見当

けんとう
へ歩
ある
いて行

い
った。藁葺

わらぶき
のうしろにはたして細

ほそ
い

三 尺
さんじゃく

ほどの道があった。その道を半分
はんぶん

ほど来
き
た 所
ところ
で三四郎は聞

き
いた。 

「よし子
こ
さんは、あなたの所へ来

く
ることにきまったんですか」 

女
おんな
は片頬
かたほお

で笑
わら
った。そうして問

と
い返
かえ
した。 

「なぜお聞きになるの」 

三四郎が何
なに
か言おうとすると、足

あし
の前
まえ
に泥濘
ぬかるみ

があった。四 尺
よんしゃく

ばかりの所、土
つち
がへこんで水

みず

がぴたぴたにたまっている。そのまん中
なか
に足掛
あしが
かりのためにてごろな石

いし
を置

お
いた者

もの
がある。三

四郎は石の助
たす
けをからずに、すぐに向

む
こうへ飛

と
んだ。そうして美禰子を振

ふ
り返
かえ
って見

み
た。美禰

子は右
みぎ
の足を泥濘のまん中にある石の上

うえ
へ乗

の
せた。石のすわりがあまりよくない。足へ 力

ちから
を

入
い
れて、肩

かた
をゆすって調子

ちょうし
を取

と
っている。三四郎はこちら側

がわ
から手

て
を出

だ
した。 

「おつかまりなさい」 

「いえ大丈夫
だいじょうぶ

」と女は笑っている。手を出しているあいだは、調子を取るだけで渡
わた
らない。三

四郎は手を引
ひ
っ込

こ
めた。すると美禰子は石の上にある右の足に、からだの重

おも
みを託

たく
して、 左

ひだり

の足でひらりとこちら側へ渡った。あまりに下駄
げ た
をよごすまいと念

ねん
を入

い
れすぎたため、 力

ちから
が

余
あま
って、腰

こし
が浮

う
いた。のめりそうに胸が前

まえ
へ出

で
る。その 勢

いきおい
で美禰子の両手

りょうて
が三四郎の

両 腕
りょううで

の上へ落
お
ちた。 

「迷える子
ストレイ・シープ

」と美禰子が口
くち
の内
うち
で言った。三四郎はその呼吸

い き
を感
かん
ずることができた。 


